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 南アフリカ 
 

主要データ 

国名〔英名〕  南アフリカ共和国〔Republic of South Africa〕 

面積(km2) 1,219,090 

海岸線延長(km) 2,798 

人口(百万人) 55.4 

人口密度(人/km2) 45.4 

GDP(bUS$) 349.30 

一人当り GDP(US$) 6,307.31 

主要鉱産物:鉱石 
石炭、白金族、金、クロム、マンガン、チタン、バナジウム、

鉄鉱石、ウラン等 

主要鉱産物:地金 
金、白金族、フェロクロム、フェロマンガン、コバルト、銅、

ニッケル、アルミニウム等 

鉱業管轄官庁 
鉱物資源・エネルギー省(DMRE: Department of Mineral 

Resources and Energy) 

鉱業関連政府機関 

・ CGS（Council for Geoscience):地球科学委員会 

・ MINTEK（Council for Mineral Technology）：選鉱・製錬研

究所 

鉱業法 
鉱物･石油資源開発法 2002(MPRDA:The Mineral and Petroleum 

Resources Development Act 2002) 

ロイヤルティ Mineral and Petroleum Resources Royalty Act 2008 

外資法 鉱業は DMREの認可が必要 

環境規制法(環境影響調査制度、

環境・排出基準の有無等) 

National Environmental Management Act 1998, National 

Environmental Management Waste Act 2008 

鉱業公社等 

・ AEMFC(African Exploration Mining and Financing 

Corporation)：発電用石炭供給公社 

・ IDC（Industrial Development Corporation）：政策金融 

鉱業活動中の民間企業 
Anglo American社、Sibanye社、Impala Platinum社、 

Glencore、Rio Tinto, South32社, Vedanta社他 

近年の鉱業関連問題(資源ナショ

ナリズム、労働争議、環境問題

等) 

・Sibanye社の金鉱山にて、AMCUの組合員 14,000人による賃上

げストライキが発生。2018年 11月から翌年 4月までの 5ヶ月

間操業がストップ。 

2018年のトピックス 

・ 2018年 9月、鉱物資源省は鉱業憲章Ⅲを施行。業界からは、

鉱業権更新や移転時の BEE率の考え方等につきいくつか疑義

があり、司法へのレヴュー申請が行われた。 

・ MPRDA法改正案は 2014年 4月に議会を通過後にプロセスが滞

っていたが、2018年 9月に鉱業大臣は法案の撤回を発表し

た。 

・ 電力公社 ESKOMの経営問題について、政府内で分社化が議論

されている一方で、負債問題が深刻化している。 

・ 2019年 5月の総選挙では与党のアフリカ民族会議（ANC）が過

半数をとり、Ramaposa大統領が再任した。 

・ 2019年 6月 炭素税の導入が施行された。 
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・ Sibanye社が Lomine社買収を完了し、世界第 1位の白金生産

者となった。 

 

1． 鉱業一般概況 

(1)生産概況 

南アフリカ共和国は多くの鉱物資源を有し、特に、白金、マンガン、クロム、チタンについては世界

第 1位の生産量を誇る。この他、石炭、鉄鉱石、ウラン、金、アンチモン、亜鉛等を生産しており、鉱

業セクターは GDP の 7.3％（前年 6.8％）、輸出額 312bZAR（20.5bUS$相当）は南アの輸出総額の 25％

を占め外貨獲得の主要産業となっている（Mineral Council South Africa 2019）。鉱業セクターの収

入（Revenue）のうち、鉱種別に占める割合は、石炭 29％、PGM19％、金 16％、鉄鉱石 10％、マンガン

9％、クロム 5％の順となる（PwC 2018）。2018年は鉄鉱石、石炭、マンガン、クロムといったバルクコ

モディティのマーケット価格が良好で、南アの生産量も伸びたが、南アにとっての主力鉱種である貴

金属（白金や金）が奮わなかったことは、南ア鉱業全体への影響が大きかった。特に金生産について

は、鉱床の品位の低下や深部化に伴い生産性が低下し、長期的に見て減衰傾向にある。近年のマーケッ

ト価格の低迷と電力や採掘コストの増がその状況に拍車をかけている。労働組合によるストライキの

影響もあり、Sibanye社の金鉱山では 2018年 11 月から 5 か月あまりに及ぶ長期ストライキもあった。

現状として、金鉱山開発の新規開発への投資が進まない環境にあり、2021 年まで生き残る金鉱山は 2

つのみではないかとの見通しもある。 

・ PGM：南アの PGM 生産量 260t のうち、おおよそ半分がプラチナ、3割がパラジウム、2割がルテニ

ウム・ロジウム・イリジウムの割合になる。プラチナについては、生産性の悪い立坑の閉鎖の影響

による減産があるものの、新規事業の増産により相殺され、生産量及び輸出量はほぼ横ばい。2017

年の後半から、西部ブッシュフェルトにて、Anglo American Platinum（Amplats）社の Bokoni鉱

山が閉鎖されたが、東部ブッシュフェルトの同じく Amplats 社の Mogalakwena 鉱山は高品位部の

採掘に伴い白金生産量 7％増であった。Styldrift鉱山の操業開始に伴い Royal Bafokeng Platinum

（RBPlat）社の生産量が 13％増、など新規や拡張による増産の報告がいくつか見られ、減産分が

相殺された。パラジウムについては、ほぼ横ばいの生産量であり、Mogalakwena鉱山の高パラジウ

ムの鉱石の貢献が大きい。ロジウムもほぼ横ばい、UG2（ブッシュフェルトにおける白金族、クロ

ムの鉱化帯の一つ）からの鉱石に多いようで、UG2を採掘するシャフトが閉鎖すると生産量に影響

する。 

南ア鉱業界及び政府は、将来の南ア鉱業を支える鉱種として白金族に注目している。鉱業協議会

が 2050年を目途にした白金戦略を策定したのはその表れである。自動車触媒の需要が低減する中、

白金需要を基礎とした水素社会を促進するなどの提言が盛り込まれた。 

・ 金：世界で最も深部での鉱山開発になり高コスト化が進み、年々生産量は減少している。かって

1,000t/年の生産があった 70年代と比較して、南アにおいては斜陽産業と称する見方もある。アフ

リカの中でも金生産量はガーナに抜かれている。AngloGold Ashantiや Gold Fieldsは、今や海外

での収益が多くを占めており、南ア国内の金鉱山の売却や生産規模の縮小を行い、ガーナなどの西

アフリカの金プロジェクトの開発に切り替えつつある。南アの金精錬所 Rand Refinery(出資比率

AngloGold Ashanti社:44.4％, Sibanye社:42.4％, DRDGold社:10.0％)は精錬能力が 300t/年以

上あり、現在の南アの金生産量より大きな能力を持っている。 

・ クロム：鉱石生産の半分以上は国内需要に供されフェロクロムになり、そのほとんどがステンレス

原料になる高炭素フェロクロム（HC FeCr）である。中国に次ぐ世界第 2位のフェロクロム生産者

（輸出量では世界第 1 位）であり、2017 年で 3,484 千ｔ、近年微減傾向にある。フェロクロム生
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産のうち 80％以上が中国など海外に輸出されており、日本へは 280 千ｔ（2017 年）ほどが輸出さ

れている。海外輸出されるクロム鉱石が伸びており、主に中国でのフェロクロム生産に供される。

UG2クロムと言われる白金族鉱床のリーフからの副産物である低品位クロム鉱石（UG2クロム）は、

輸出クロムの半分を占めており、南ア・クロム輸出量の増加を担っている。 

・ マンガン：鉱石生産の 9割以上は輸出に供され、近年の輸出量は右肩上がりに伸びている。中国の

需要の増加に伴い、高品位鉱石のみならず、低品位鉱石（35％以下）も輸出されている。しかし、

中国の製鉄メーカーの在庫の状況次第で一時的に需要が減退する時期も見られた。 

鉱山別・鉱石生産量世界ランキングの第 6位までの間に南アの 4鉱山（年産 3百万ｔ以上）がラ

ンキングされており、いずれも北 Cape州で操業する。資源量ベースでは、世界の 80％近くがこの

北Cape州に賦存するとも言われている。年間鉱石生産量は統計によって異なるが、2017年で14,140

千ｔ（南ア鉱物資源省）という数字もある。生産量は増えているが、南アの鉄道や港湾インフラの

容量の制限で、輸出量が抑えられている実態があり、近々にこれらインフラの拡張が期待されてい

る。 

南アのマンガン合金も中国への輸出が大きいシェアを占める。生産量の 55%以上が高炭素フェロ

マンガン、残りがシリコマンガンや中炭素フェロマンガンになる。近年は、電力コスト増などによ

る生産コスト増の影響で、マンガン合金の生産は抑えられている。 

・ チタン：ミネラルサンドとして、イルメナイト・ルチルの鉱床から生産される。南アでは、Rio Tinto

の子会社 Richards Bay Minerals（RBM）社の Zulti Northプロジェクトが現在主要な生産者であ

るが、Zulti Northの品位低下に伴い Zulti South鉱山に移行する計画である。 

・ バナジウム：南アでは Rhovan鉱山（Glencoreほか）と Vametco鉱山（南ア Bushveld Minerals社

ほか）でほとんどを生産。世界のバナジウム生産において、中国による生産が 6 割ほどを占める

が、それらは主にバナジウムを含む製鋼スラグからの回収である。一方、南アでは一次(Primary)

バナジウムを生産し、酸化バナジウム（V2O5）やフェロバナジウム（FeV）の形で出荷している。 

Bushveld Minerals社は新興の鉱山会社であり、バナジウム生産を生かしたバリューチェーンの

一環として、VRFバッテリー（Vanadium Redox Flow Batteries）を供給する子会社 Bushveld Energy

を立ち上げ、VRFバッテリーの電力公社 Eskomなどへの納入も行った。 

・ 亜鉛：生産された精鉱が全量輸出されている。南ア Black Mountain Mining（BMM）社が北ケープ

州にて鉱山を操業しており、2018年には北 Cape州の Gamsberg（露天採掘で亜鉛量 25万 t/年の精

鉱生産）という新規プロジェクトの試験操業を開始した。インド系の Vedantaグループの子会社が

BMM の 74％権益所有しているが、2011 年に Anglo American から買収したもの。また、豪・南ア

Orion Minerals社により、北ケープにて Prieska亜鉛・銅鉱床の再開発が進行中であり、2021年

までに操業を開始する予定であり、Bankable FSによると年産亜鉛量 580千 t/年、銅量 190千 t/

年を含む精鉱を出荷する見込みとされている。 

 

(2) 南ア・白金族生産者及び金生産者の再編 

・ Amplats社、Impala Platinum(Implats)社、Lonmin社といった南アの白金メジャーにおいてリスト

ラ計画が進む一方で、Sibanye社、Northam Platinum社、RBPlat 社など近年、資産を拡大してき

た新興勢力もある。特に、金の生産者であった Sibanye 社は、2016 年に Amplats 社から南ア

Rustemburg 鉱山を買収、2017 年に米国 Stillwater 社を買収、2018 年 8 月には Lomin 社の買収を

完了し、世界第 1 位の白金生産者（パラジウムは第 2位）となった。また、中堅の RBPlat 社は、

2018年 7月には、Amplats 社から Bafokeng Rasimon鉱山の JV 権益 33％を買収することで合意し

ている。 
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Amplats社は、2015年からこれまでに Rustenburg鉱山以外にも、Union鉱山の売却及び PandoraJV

権益の売却、Bokoni 鉱山の閉山、今回の Bafokeng Rasimone 鉱山の権益売却を進め、機械化、低

コスト鉱山へ注力する戦略で資産の選択と集中を進めてきた。その成果もあり、2018 年には

Amplats社全体での生産量はプラス 4％の伸びを示した。 

Implats社は、生産の主力である Impala Rustenburg鉱山の操業のリストラを含む戦略的レビュ

ーを 2018年 8月に発表した。Impala Rustenburg鉱山を将来においても持続可能な事業とすべく、

抜本的な再編が必要であるとした。再編の内容には、今後 2年間で 11本のシャフトを 6本まで削

減し、白金年間生産量を 75万 oz/年から 52万 oz/年に縮小、従業員 4 万人を 2.7万人まで削減す

ることが含まれている。 

・ 過去には南アに軸足を置いていた金メジャー生産者 Anglo Gold Ashanti社（世界第 3位の年間産

金量）や Gold fields社（世界第 7位の年間産金量）は、いずれも南アに１鉱山を残すのみとなっ

ている。一方で、Sibanye社、Harmoney Gold社、DRDGold社、Pan African Resources社といった

新興の金鉱山会社の活躍が見られる。 

Anglo Gold Ashanti社は、2018年 MoabKhotsong金鉱山（北西州）を合計 3580mZAR R（244mUS$相

当）で南ア Harmony Gold社に売却、Kopanang金鉱山（Gauteng州）を中国系投資会社 Heaven-Sent 

SA Sunshine に売却した。現在、同社にとって南アでの最後の金鉱山資産になる Mponeng 金鉱山

（北西州）の売却を検討している。Gold Fields社も、南アにおける最後の鉱山資産である South 

Deep 金鉱山を持つ。2018 年の生産量 157 千 oz は前年比 44％減であった。2018 年内に、400mZAR

（27mUS$相当）の資本支出を減らし、1,092人を解雇するリストラを終えたところ。 

 

(2)電力問題 

・ 南アフリカの発電容量は、石炭 38GW、原子力 1.8GW、揚水発電 2.7GW、水力 1.7GW、ディーゼル発

電 3.8GW、再生可能エネルギー3.7GWからなり、発電量 272TWhのうち約 8割は石炭によるもので、

9 割以上を電力公社(ESKOM)が供給している。また、鉱業協議会（Mineral Council）によると、

ESKOMの電力の約 30％は鉱業（製錬も含む）が使用している。 

・ ESKOMの問題が大きな政治・経済の課題となっている。老朽化した発電施設の維持、予算を大幅に

上回った新規メガ発電所の建設資金、結果 4,400 億 R（約 290 億 US$相当）に上る巨額債務を抱

え、今後も政府による金融支援を継続せざるを得ない状況にある。また、電力価格が過去 7 年間

で 3倍に上昇している。ESKOM自身も財政、構造、運営上の問題を抱えていることを認めており、

将来の電力供給の信頼性に懸念がある。 

・ 2019年 5月に再任した Ramaphosa大統領からは、経営状態が悪化している ESKOMを発電、送電、

配電の３部門に分社化する等の改革案の実施が明言されている。改革案について、市場は好意的

に受け止めていると報じられたが、多くの評論家は、発表された ESKOM 改革案や国民健康保険制

度の導入に関する方法と財源確保の手段が依然として曖昧だと指摘している。また、大統領の演

説後に、国内最大級の労働組合である全国鉱山労働者組合（NUM）と全国金属労働組合（NUMSA）

は、ESKOMの分社化による雇用喪失に関する懸念が表明されている。 

・ 2019年 2月及び 3月には、大規模計画停電（2015年以来）が実施され、経済にも大きな影響を出

した。公共事業省からは、ESKOMの発電施設の老朽化と補修に係る経費不足によるものと発表され

ている。Medupi及び Kusile石炭火力発電所が計画どおりに稼働していないこと、隣国モザンビー

クの Cahora Bassa水力発電所が大型サイクロンの被害を受け、送電容量が低下したことも要因と

して挙げている。 

・ ESKOMにより電力料金は毎年値上げされてきた。今後 3年間の値上げについても、既に国家エネル

ギー規制庁（NERSA）の承認済み。2019-20 年度で 13.82％増、2020-21 年度で 8.1％増、2021-22



世界の鉱業の趨勢 2019 

 

5 
 

年度で 5.2％増となっている。鉱業協議会は、採算ギリギリの鉱山にとって存続を危うくし、失業

に拍車を掛けることになるとし、約 9万人の雇用に影響するとの試算をした。 

・ Integrated Resource Plan（統合資源計画；IRP）は、南アの電力需給バランスを考慮した電力イ

ンフラ整備計画であり、2011年に策定された IRP2010以降の更新はされていない。現在、2019年

から 2030 年までを対象とした新たな IRP の策定が進められている。2018 年 8 月には、当時のエ

ネルギー省（DOE）よりドラフトが公表され、パブリックコメントのプロセスを経て、政府内での

再考が行われている。IRPドラフトでは、ESKOMの老朽化した石炭火力発電所の廃炉に伴う電力供

給の減、その一方で、風力や太陽光発電などの再生可能エネルギーの増でバランスが取られてい

る。 

・ いくつかの鉱山において、再生可能エネルギーの新規導入計画が立案されており、ESKOMによる節

電を背景として、Amplats社は Mogalakwena白金鉱山にて 75MWの太陽光発電施設の導入について

検討を行っている。その他、Gold Field社の South Deep金鉱山にて 40MWの太陽光発電の計画や、

Orion Minerals の Prieska 亜鉛・銅鉱山の再開発において 35MW の太陽光と風力発電のハイブリ

ッドによる電力供給の検討などが挙げられる。 

 

(3)輸送インフラ 

・ 南アにおける主要な貨物運搬は鉄道よりも道路輸送の方が多い。南ア政府は道路から鉄道輸送へ

のシフトを推進している。国営企業 Transnet が港湾及び鉄道網の交通インフラを担当する。

Transnetの子会社 Transnet Freight Rail（TFR）がグループの鉄道輸送を受け持ち、6つのセク

ション（石炭、鉄鉱石＆マンガン、クロム＆その他鉱物、鉄鋼＆セメント、農業＆飲料、貨物＆自

動車）からなる。港湾は、Transnet Port Terminasls（SAPO）が受け持ち、鉱物資源の輸出は Richards 

Bay、Port Elizabeth、Saldanhaが主要なターミナルになっている。鉱物資源の中でも石炭、鉄鉱

石、マンガンが主要な輸出品であるが、輸送インフラの年間輸送能力に制限されており、能力の

拡張が待たれている。世界銀行が発表している物流の指標（Logistics Performance Index）では、

2018 年に南アは 33 位にランク付けされており、継続した物流インフラへの投資は評価されてい

るものの、道路・鉄道・港湾のインフラ設備の質に改善の余地があるとされている。 

・ 石炭は、Mpumalanga州から Richards Bay Coal Terminal（RBCT）までが主要な鉄道になる。鉄鉱

石は、Northern Cape州の鉄鉱山から Saldanha港までが主要な路線に、マンガンは、Northern Cape

州から Elizabese 港か Darban 港への路線になる。クロムやフェロクロムは、Rustenburg から

Witbankを経て Richards Bay港の Steelpoortへの路線になる。 

・ 石炭やクロムなどの鉱物資源を含む 13の鉱産物を輸出する Richards Bay港は、年間 2,100万ｔ

の能力を持つ。鉄鉱石や鉄鋼製品を輸出する Saldanha港は年間 5,800万ｔ、マンガンの輸出港と

なる Port Elizabethは年間 550万ｔの能力となっている。 

 

2．鉱業政策の主な動き 

（1）大統領選挙 

2019 年 5 月 8 日に国民総選挙が実施され、与党であるアフリカ民族会議(ANC)が過半数の議席を維

持した。その後の通常国会にて Cyril Ramaphosa 大統領の再任が承認され、就任演説では雇用対策の

強化が強調された。組閣において、閣僚ポストを 36 から 28 に削減しており、鉱物資源省とエネルギ

ー省の統合（Gwede Mantashe鉱物資源大臣が鉱物資源・エネルギー大臣となる）など 14省を 7省に再

編し、行政のスリム化を実現した。大統領が推進する経済政策に関係する閣僚の多くが留任したこと

もあり、経済界からは歓迎ムードである。一方で、多額の負債を抱える電力公社 ESKOM の経営改善が

喫緊の課題であり、新政権の手腕が注目されている。 

 

（2）鉱業憲章Ⅲ（Mining CharterⅢ） 



世界の鉱業の趨勢 2019 

 

6 
 

 鉱業憲章（Mining Charter）は、歴史的不利益を被ってきた南ア国民への鉱山権益移転を促すことを

目的として、鉱物石油資源開発法（MPRDA法）を根拠法として、2004年にはじめて制定された。3度目

の改定に当たる鉱業憲章Ⅲとして、2017 年には Zwane 前鉱物資源大臣によって施行されたものの、鉱

業業界からの大きな反発を受け、結果として施行は凍結された。2018年に入って、現 Mantashe鉱物資

源大臣のもとでドラフトが再編され、鉱業業界との対話を経て、2018 年 9 月に最終案が公示された。

南ア鉱業協議会からも、当初案にあった実施不可能な事項が削除され、ほとんどの項目は実施可能な

ものとして、最終案は概ね受け入れられた。しかし、いくつかの部分について、今後の鉱業投資を抑制

する可能性があるとして、2019 年 3 月には鉱業協議会から Juridical Review の申請が鉱物資源省に

提出されている。根拠法である MPRDA 法等との整合性について、司法の審査を問うものであり、その

中での主要な論点は、以下のような点が挙げられる。 

・ 過去に一度 BEE 保有率の条件を満たしていれば、その後に BEE による権益希釈等により保有率を

下げたとしても、条件を満たしているとする「Once Empowered, Always Empowered」の考え方の

適用についての議論がある。鉱業憲章Ⅲにおいては、鉱業権の更新や移転の際に、この考え方が

持続しないとされ、再度 BEE保有率の条件（今回の改正で 26％が 30％になる）を満たす必要が生

じてしまうことになる。特に鉱業権移転の場合については、鉱業憲章の元の法律である MPRDA 法

の Section11との整合性が取れないことを鉱業協議会は論拠としている。 

・ 鉱業憲章Ⅲには、新たに鉱山資機材等の調達に関する規定が盛り込まれた。鉱山において、南ア

国内の付加価値が一定割合認められない資機材を導入した場合、BEE 貢献度を表すスコアにマイ

ナスの影響を与えるこが規定されている。一定スコア以下の場合、鉱業権の停止や無効に繋がる

可能性もある。鉱業協議会は、本規定は MPRDA 法の権限外にあたり、不当に厳しい条件になる可

能性があるとした。 

 

（3）炭素税の導入 

炭素税導入については、2010年来議論されてきたが、2段階の運用の Phase1（2022年まで）につい

て 2019 年 6月 1 日より施行されている。CO2排出量１t 当たり 120ZAR の税金が課されるが、鉱山を含

む経済活動に伴う排出については 60%が課税対象外になる。また、別途 35%の免除措置もあるが運用に

ついては不透明な部分がある模様。また、2023 年以降、2030 年までを予定している Phase２について

は、CO2排出量１t当たり 170ZAR（11.5US$相当）が設定されており、免税措置については不透明なまま

である。2018年に鉱業協議会が炭素税導入による負担について、鉱山会社 18社を対象に行った調査で

は、Phase１でカーボンオフセットを考慮しない場合で年間 517m万 ZAR（34mUS$相当）、Phase２では年

間 5.5bZAR（368mUS$相当）になるという予測を出している。鉱業協議会は、炭素税の運用に不明瞭な

部分があること、特に Phase2の免税措置が確定されていないことは、将来の鉱業投資に悪影響が出る

として、実施を遅らせるように要請している。 

 

(4)鉱物・石油資源開発法（MPRDA法）改正の行方 

 MPRDA 法は 2002 年に制定された南アの鉱業活動を統括する基本法で、その後 2008 年に一部改正さ

れている。2012年 12 月、MPRDA 法の改正法案が内閣で承認され、2014年 4 月には国会を通過したが、

Zuma前大統領が署名を前に差し戻し、その後、保留された状態が続いた。同法案には、石油の探鉱権・

生産権において政府が無償で 20％の権益を取得できる「フリー・キャリード・インタレスト（Free 

carried interest）」や、戦略的に重要な鉱種については、生産者に対し輸出に代わり国内での高付加

価値化を強制することを可能とする権限を鉱物資源大臣に与える条項が含まれており、業界関係者は

同国への投資が減退すると警告していた。Ramaphosa大統領就任後も改正については検討が続いていた

が、Mantashe鉱物資源大臣からは、鉱業憲章Ⅲの制定の過程で、MRPDA法改正法案を廃案とし、石油分

野を分離した法案作りが提案された。その後、MPRDA法改正法案の廃案は閣議決定され、議会に提出さ

れたが、議会の承認待ちである。また、石油・ガス分野を MPRDA法から分離した法的枠組みについて検
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討されており、法案のドラフト準備が進められている。 

 

(5)労働争議 

 南アは世界で最もストライキが多発する国の一つ。2012 年 8 月に起きた Lonmin 社の Marikana 白金

鉱山でのストライキでは、労働者が暴徒化し 46名が死亡する事件に発展した。背景には、NUM（全国鉱

山労働組合）と、近年勢力を拡大した AMCU（鉱山労働者・建設組合連合）との対立という政治的側面

や、南アの白金業界における生産者寡占化による業界の体質硬直化という産業構造面での特徴も指摘

された。その後、南ア政府は鉱業の安定性を回復するため 2013年 5月にアクションプランを立ち上げ、

南アの法的枠組みと憲法に従った形でストライキが行われるべきであるとし、違法ストライキに対し

ては断固とした姿勢を取ることが示された。 

こうした中、2014 年にも AMCU による白金生産大手 3 社の Amplats 社、Implats 社及び Lonmin 社の

白金鉱山において、賃上げを要求する労働者 7 万人のストライキが発生し、約 5 か月に渡る長期スト

ライキとなった。これによる損失額は生産者側で 20 億 US$、雇用を失った労働者側でも 9 億 US$と推

定されている。その後、Amplats 社は、経営立て直しに向け Sibanye 社との間で主力の Rustenburg 白

金鉱山を売却することで合意した。 

引続き、南アの金及び白金鉱業は白金価格の低迷と生産コスト上昇という厳しい状況に直面してい

る。何千人単位の大規模なリストラが打ち出される中、ストライキのリスクは継続している。2018 年

は、Sibanye社の南アのすべての金鉱山にて、AMCUの組合員 14,000人による賃上げストライキが発生

し、2018年 11 月から 4月までの 5 か月間操業がストップし、同社の金生産量に大きな打撃を与えた。 

 

3．主要鉱産物の生産・輸入・消費・輸出動向 

(1)主要金属鉱石生産量 

表 3-1. 金属鉱石生産量 

鉱種 2016年 2017年 2018年 
対前年
増減比
(％) 

世界 
シェア
(%) 

ランク 
 

出典 

鉄（千ｔ） 66,455.9 74,722.9 74,263.7 -0.6  3.7  6 WMS Yearbook 

クロム（千ｔ） 14,707.5 16,587.7 17,575.3 6.0  54.3  1 WMS Yearbook 

マンガン（千ｔ） 10,806.0 14,350.0 14,918.0 4.0  - - DMRE 

チタン（千ｔ） 1,895.0 2,285.0 - - 28.5  1 DMRE 

バナジウム（千ｔ） 15.9 14.2 - - 17.8  3 DMRE 

金（ｔ） 142.2 137.1 117.2 -14.6  3.5  11 WMS Yearbook 

銀（ｔ） 52.1 62.5 46.5 -25.6  0.2  25 WMS Yearbook 

プラチナ（ｔ） 136.6 138.4 138.9 0.4  73.1  1 Johnson Matthey 

パラジウム（ｔ） 79.9 79.2 79.1 -0.1  36.5  2 Johnson Matthey 

ロジウム（ｔ） 19.1 19.0 19.2 1.1  81.7  1 Johnson Matthey 

ニッケル（千ｔ） 49.0 48.4 43.2 -10.6  1.8  11 WMS Yearbook 

鉛（千ｔ） 39.3 48.2 35.1 -27.1  0.7  16 WMS Yearbook 

亜鉛（千ｔ） 26.7 30.8 28.1 -8.6  0.2  33 WMS Yearbook 

銅（千ｔ） 65 66 47 -28.8   DMRE 

ウラン(kg） 382.0 256.0 197.0 -23.0  0.4  12 WMS Yearbook 

（出典：World Metal Statistics Yearbook 2018；WMS Yearbook 

Department of Mineral Resources and Energy; DMRE） 

Johnson Matthey Pgm Market Report May 2019; Johnson Matthey 

 

(2)主要金属地金生産量 

表 3-2. 金属地金生産量 

鉱種 2016年 2017年 2018年 対前年 世界 ランク  
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(千 t) (千 t) (千 t) 増減比

(％) 

シェア

(%) 

出典 

フェロクロム 3,524 3,484 -    DMRE 

マンガン合金 370 458 -    DMRE 

アルミニウム 701.0 716.0 714.0 -0.3 1.2 13 WMS Yearbook 

ニッケル 42.7 42.4 40.1 -5.4 1.8 14 WMS Yearbook 

コバルト 1.1 1.1 1.1 2.5 0.9 12 WMS Yearbook 

銅 53.9 66.9 43.9 -34.4 0.2 32 WMS Yearbook 

（出典：World Metal Statistics Yearbook 2018; WMS Yearbook 

      Department of Mineral Resources and Energy; DMRE） 

 

(3)主要金属消費量 

表 3-3. 金属地金消費量 

鉱種 
2016年 

(千 t) 

2017年 

(千 t) 

2018年 

(千 t) 

対前年

増減比

(％) 

世界 

シェア

(%) 

ランク 

アルミニウム 474.0  474.0  474.0  0.0  0.8  18 

鉛 57.3  57.0  54.6  -4.1  0.4  23 

ニッケル 46.4  48.2  49.5  2.6  2.3  10 

亜鉛 61.4  61.1  44.2  -27.7  0.3  32 

（出典：World Metal Statistics Yearbook 2018） 

 

(4)主要金属輸出量 

表 3-4. 金属鉱石及び地金輸出量 

鉱種 2016年 2017年 2018年 

対前年

増減比

(％) 

主な輸出相手国 

プラチナ（ｔ） 128.0 129.4 -   

パラジウム（ｔ） 66.8 67.2 -   

ロジウム（ｔ） 17.6 17.6 -   

金（千ｔ） 104 120 64 -46.6  

マンガン鉱石（千ｔ） 

マンガン合金（千ｔ） 

11,245 

  341 

13,403 

271 

- 

- 

 

 

 

 

クロム 鉱石（千ｔ） 

フェロクロム（千ｔ） 

4,684 

3,284 

4,717 

2,951 

- 

- 
  

チタン（千ｔ） 203 419 -   

バナジウム（千ｔ） 10.1 9.8 -   

出典：Department of Mineral Resources and Energy 

鉱種 2016年 2017年 2018年 

対前年

増減比

(％) 

主な輸出相手国 

鉄鉱石（千ｔ） 64,706.9 66,432.4 63,349.7 -4.6  中国、韓国、日本 

銅 鉱石（千ｔ） 130.0 236.7 203.3 -14.1 モザンビーク、台湾、韓国 

地金（千ｔ） 40.5 45.3 41.0 -9.4 中国、イタリア、オランダ 

鉛 鉱石 57.8 68.3 47.7 -30.1 中国、韓国 

地金 10.3 8.2 8.5 4.0 ボツワナ、DRコンゴ、台湾 

亜鉛 鉱石 57.7 67.0 48.2 16.3 韓国、中国、ジンバブエ 

ニッケル地金 7.4  6.5  3.8  -42.2  イタリア、日本、インド 
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アルミニウム地金  495.8  530.9  512.0 -3.6  米国、タイ、オランダ 

出典：World Metal Statistics Yearbook 2018、World Metal Statistics May 2018、International Trade 

Centre 

 

(5)主要金属輸入量 

表 3-5. 金属鉱石及び地金輸入量 

鉱種 
2015年 

(千 t) 

2016年 

(千 t) 

2017年 

(千 t) 

対前年増減比

(％) 
主な輸入相手国 

銅 鉱石 0.4 0.1 0.3 161.5 ザンビア、DRコンゴ 

地金 24.4 27.0 14.3 -47.1 DRコンゴ、ザンビア 

鉛地金 16.7 13.6 11.1 -18.2 豪州 

亜鉛 鉱石 0.0 0.0 0.1 22.0 タイ、ザンビア 

地金 82.3 61.5 61.1 -0.7 ブラジル、インド、中国 

錫地金 1.1 1.1 1.0 -8.0 マレーシア、インドネシ

ア、中国 

ニッケル地金 0.4 3.6 3.7 2.6 豪州、韓国、ブラジル 

フェロニッケル 24.2 22.1 26.1 18.4 ニューカレドニア、ドミニ

カ、フランス 

鉄鉱石 428.8 341.1 465.6 36.5 ブラジル、ベネズエラ 

アルミナ 1,400.3 1,379.7 1,403.9 1.8 豪州、ブラジル、中国 

アルミニウム地金 46.4 39.6 45.3 14.2 バーレーン、UAE、カタール 

(出典：World Metal Statistics Yearbook 2018、World Metal Statistics May 2018、 

International Trade Centre) 

 

4．鉱山・製錬所状況 

表 4-1. 鉱山一覧 
鉱山名 権益所有企業 

(権益：％) 

主要鉱種 生産量 

(金属純分量） 

備考 

白金族 

Amandelbult 

Section 

 Anglo American Platinum Ltd. プラチナ 

パラジウム 

ロジウム 

442,700 oz 

205,100 oz 

  77,300 oz 

  

Mototolo  Anglo American Platinum Ltd. プラチナ 

パラジウム 

ロジウム 

12,300 oz 

77,000 oz 

24,800 oz 

  

Mogalakwena Anglo American Platinum Ltd.(100)、  

Potgietersrust Platinums Ltd.(NA) 

プラチナ 

パラジウム 

ロジウム 

495,100 oz 

540,900 oz 

  35,600 oz 

  

Modikwa Anglo American Platinum Ltd.(50)、 

African Rainbow Minerals Ltd.(41.5)、  

Private Interest(8.5) 

プラチナ 

パラジウム 

ロジウム 

130,000 oz 

122,600 oz 

26,200 oz 

  

Kroondal Anglo American Platinum Ltd.(50) 

Sibanye Gold Ltd.(50) 

プラチナ 

パラジウム 

ロジウム 

296,600 oz 

157,200 oz 

56,200 oz 

  

Rustenburg Sibanye Gold Ltd. プラチナ 778,346 oz   

Western Limb 

Tailings 

Sibanye Gold Ltd. プラチナ 

パラジウム 

ロジウム 

43,700 oz 

17,100 oz 

3,173 oz 

テーリング 

Pandora Sibanye Gold Ltd. プラチナ 

パラジウム 

ロジウム 

7,557 oz 

3,573 oz 

1,261 oz 

  

Marikana Sibanye Gold Ltd.(82)、  

Incwala Resources (Pty) Ltd.(18) 

プラチナ 

パラジウム 

ロジウム 

617,110 oz 

288,416 oz 

  88,770 oz 
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Platinum Mile Sibanye Gold Ltd.(91.7)、  

Mvelaphanda Hldgs (Proprietary(8.3) 

プラチナ 1,758 oz   

Impala Impala Platinum Holdings Ltd.(96)、  

Employee Stock Ownership Plan(4) 

プラチナ 

パラジウム 

ロジウム 

580,800 oz 

300,400 oz 

  88,500 oz 

  

Marula Impala Platinum Holdings Ltd.(73)、  

Marula Community Trust(9)、  

Mmakau Mining (Pty.) Ltd.(9)、 

Tubatse Platinum Ltd.(9) 

プラチナ 

パラジウム 

ロジウム 

85,100 oz 

87,500 oz 

17,800 oz 

  

Booysendal North Northam Platinum Ltd. プラチナ 229,275 oz   

Zondereinde Northam Platinum Ltd.(100)、  

Anglo American Platinum Ltd.(NA) 

プラチナ 348,888 oz   

Bafokeng-Rasimone Royal Bafokeng Platinum Ltd. プラチナ 239,000 oz   

Two Rivers African Rainbow Minerals Ltd.(54)、  

Impala Platinum Holdings Ltd.(46) 

プラチナ 

パラジウム 

ロジウム 

162,543 oz 

96,569 oz 

28,553 oz 

  

Union Section Siyanda Resources Pty Ltd.(85)、  

Bakgatla Ba Kgafela Community(15) 

プラチナ 

パラジウム 

ロジウム 

139,200 oz 

62,400 oz 

25,200 oz 

  

Tharisa Tharisa Plc.(74)、  

Black Economic Empowerment(26) 

プラチナ 

クロム 

152,200 oz 

1,448,000 t 

  

Sylvania Dump 

Operations 

 Sylvania Platinum Ltd. プラチナ 72,026 oz   

Hernic Tailings Jubilee Metals Group PLC(NA)、  

Hernic Ferrochrome (Pty) Ltd.(NA) 

プラチナ 17,354 oz テーリング 

金 

Vaal River 

Surface 

AngloGold Ashanti Ltd. 金 171,000 oz   

Mponeng AngloGold Ashanti Ltd. 金 265,000 oz   

Mine Waste 

Solutions 

AngloGold Ashanti Ltd. 金 103,000 oz   

Kloof 

Consolidated 

Sibanye Gold Ltd. 金 490,400 oz   

Beatrix Sibanye Gold Ltd. 金 274,500 oz   

Driefontein 

Consolidated 

Sibanye Gold Ltd. 金 307,800 oz   

Cooke Sibanye Gold Ltd.(74)、  

BEE(26) 

金 44,800 oz   

South Deep Gold Fields Ltd.(90)、  

BEE(10) 

金 193,000 oz   

Tshepong Harmony Gold Mining Co. Ltd. 金 302,026 oz   

Moab Khotsong Harmony Gold Mining Co. Ltd. 金 105,969 oz   

Welkom Harmony Gold Mining Co. Ltd. 金 209,000 oz 年産容量 

Kusasalethu Harmony Gold Mining Co. Ltd. 金 142,395 oz   

Doornkop Harmony Gold Mining Co. Ltd. 金 110,245 oz   

Joel Harmony Gold Mining Co. Ltd. 金 52,566 oz   

Target Harmony Gold Mining Co. Ltd. 金 91,758 oz   

Kalgold Harmony Gold Mining Co. Ltd. 金 40,189oz   

Bambanani Harmony Gold Mining Co. Ltd. 金 90,698 oz   
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Free State Harmony Gold Mining Co. Ltd.(100)、  

BEE (NA) 

金 165,866 oz   

Unisel Harmony Gold Mining Co. Ltd.(100)、  

Unisel Gold Mines Ltd.(NA) 

金 41,152 oz   

Kopanang Heaven-Sent Cap Mgmt Grp Co. 

 

金 

U3O8 

7,200 oz 

148,812 lb 

  

Ergo DRDGold Ltd. 金 150,423 oz   

Evander Pan African Resources Plc. 金 69,815 oz   

Barberton Pan African Resources Plc.(84.48)、  

BEE (10.52)  

Private Interest (5) 

金 90,629 oz テーリング 

Witwatersrand 

Basin 

West Wits Mining Ltd.(66.6)、  

Di Kigosi Gold Pty Ltd.(26)、  

Private Company(7.4) 

金 8,270 oz   

Modder East Gold One International Ltd.(74)、  

Micawber 400 (Pty) Ltd.(26) 

金 130,000 oz   

Goldplat Recovery Goldplat Plc. 金 23,567 oz   

Far West Gold 

Recoveries 

DRDGold Ltd. 金 425 t   

クロム         

Samancor Eastern Samancor Chrome Holdings (Pty) クロム -   

Samancor Western Samancor Chrome Holdings (Pty) クロム -   

Lesedi Samancor Chrome Ltd. クロム -   

Glencore-Merafe 

JV 

Glencore(79.5)、  

Merafe Resources Ltd.(20.5) 

クロム - 
 

Vlakpoort Afarak Group Plc(73.33)、  

Unnamed Owner(26.67) 

クロムプラチ

ナ 

パラジウム 

-   

Stellite Afarak Group Plc(41.06)、  

MidUral Group(29.59)、  

Umnotho weSizwe Invt Hldgs (Pt(19.5)、  

RusChrome GmbH(6.52) 

クロム 

プラチナ 

パラジウム 

-   

Mecklenburg Afarak Group Plc(37.74)、  

MidUral Group(27.2)、  

Umnotho weSizwe Invt Hldgs (Pt(26)、  

RusChrome GmbH(5.99) 

クロム -   

Rooderand Chrometco Ltd.(74)、  

Private Company(26) 

クロム 

プラチナ 

-   

Dwarsrivier Assore Ltd. クロム 1,890,000 t   

Black Chrome Sail Holding Pty Ltd. クロム 563,000 t   

Moeijelijk Bauba Platinum Ltd.(60)、  

Private Company(40) 

クロム 204,494 t   

Ruighoek AMCOL International Corp クロム -   

Dilokong Sinosteel Corp.(60)、  

Government Republic of SA(40) 

クロム -   

Dilokong Tailings Jubilee Metals Group PLC(50)、  

Dilokong Chrome Mines(50) 

クロム 46,191 t テーリング 

Rustenburg Greenlight Capital Inc.(5.02)、  

Berkshire Hathaway Inc.(5.01)、  

Government of Singapore(5)、  

TPG Sixth Street Partners(1.02) 

クロム -   

Zeerust Afrika Mineral Trading クロム -   
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Nkomati African Rainbow Minerals Ltd.(50)、  

Norilsk Nickel(50) 

クロム 

ニッケル 

コバルト 

328,371 t 

13,302 t 

716 t 

  

マンガン         

Nchwaning/ 

Gloria 

African Rainbow Minerals Ltd.(50)、  

Assore Ltd.(50) 

マンガン 3,717,000 t   

Tshipi Borwa Jupiter Mines Ltd.(49.9)、  

Ntsimbintle Mining (Pty.) Ltd.(37.7)、  

OM Holdings Ltd.(13.3) 

マンガン 3,000,000 t   

Hotazel South32(44.4)、  

Anglo American Plc(29.6)、  

Ntsimbintle Mining (Pty.) Ltd.(9)、  

NCAB、(7) Iziko(5)、  

HMM Education Trust(5) 

マンガン 3,575,000 t   

UMK Majestic Silver Trading 40(51)、  

Liwet Holding AG(21.79) 

マンガン 3,000,000 t   

Kudumane Kudumane Manganese Resources マンガン 1,700,000 t   

Kalagadi Kalagadi Alloys (50) 

Kalagadi Manganese Ltd. (40) 

Industrial Development Corp. (10) 

マンガン 500,000 t   

バナジウム         

Rhovan Glencore(74)、  

Bakwena Ba Mogopa(26) 

バナジウム 9,200 t   

Vametco Bushveld Minerals Ltd.(75)、  

Black Economic Empowerment(25) 

バナジウム 4,570 t   

チタン         

Richards Bay Rio Tinto(74)、 

Blue Horizon(24)、  

Employees(2) 

イルメナイト 

ルチル 

約 2,000,000 t チタン・ス

ラグの生産

容量 

Namakwa Tronox Holdings plc(74)、  

Exxaro Resources Ltd.(26) 

ルチル 

ジルコン 

32,000 t 

119,000 t 

  

Fairbreeze Tronox Holdings plc(74)、  

Exxaro Resources Ltd.(26) 

ルチル 

ジルコン 

22,000 t 

53,000 t 

  

ベースメタル         

Palabora HBIS Group Co. Ltd.(35)、  

Industrial Development Corp.(20)、  

General Nice Dev. Ltd.(20)、Tewoo 

Group(20)、 China-Africa Dev. Fund(5) 

銅 

鉄鉱石 

45,579 t 

8,404,553 t 

  

Black Mountain Vedanta Ltd.(74)、  

Exxaro Resources Ltd.(26) 

鉛 

亜鉛 

銀 

45,113 t 

27,175 t 

1,350,331 oz 

  

Gamsberg Vedanta Ltd.(74)、  

Exxaro Resources Ltd.(26) 

亜鉛 

鉛 

NA 

13,356 t 

  

（出典：S&P Global Market Intellignece、各社 HP等） 

 

表．4－2 製錬・精錬所生産状況 

製錬・精錬所名 権益所有企業（権益：％） 主要鉱種 生産量 備考 

金         

Rand Refinery Rand Refinery Pty. Ltd. 金 -   

Great Noligwa 

Central Smelter 

Harmony Gold Mining Co. Ltd. 金 - Electrowinning,  

Calcination 

Goldplat Recovery - 

South Africa Plant 

Goldplat Plc(74)、  

Amabubesi Capital (Pty) Ltd.(26) 

金 

銀 

23,567 oz テーリングから

の回収 

Kinross Plant Pan African Resources Plc 金 

銀 

- Carbon-in-pulp 

白金族         
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Waterval Smelter Anglo American Platinum Ltd. プラチナ 

パラジウム 

ロジウム 

Refined PGM 

4,968千 oz 

2018年実績 

Mortimer Smelter Anglo American Platinum Ltd. プラチナ 

パラジウム 

ロジウム 

Polokwane Smelter Anglo American Platinum Ltd. プラチナ 

パラジウム 

ロジウム 

Rustenburg Refinery Anglo American Platinum Ltd. プラチナ 

パラジウム 

ロジウム 

Brakpan Refinery Sibanye Gold Ltd.(82)、 

Incwala Resources (Pty) Ltd.(18) 

プラチナ 

パラジウム 

ロジウム 

759,695 oz 2015年実績 

Marikana Smelter Sibanye Gold Ltd.(82)、 

Incwala Resources (Pty) Ltd.(18) 

プラチナ 

パラジウム 

ロジウム 

-   

Impala Refinery Impala Platinum Holdings Ltd. プラチナ 

パラジウム 

ロジウム 

Refined 

platinum  

772.4千 oz 

2019 年 6末実績 

Northam Smelter Northam Platinum Ltd. プラチナ 

パラジウム 

ロジウム 

Refined 4E 

571 千 oz 

2019 年 6末実績 

Middelburg ConRoast 

Smelter 

Siyanda Resources Pty Ltd. プラチナ 

パラジウム 

ロジウム 

-   

Western Platinum 

Refinery 

Western Platinum Refinery Ltd. プラチナ 

パラジウム 

ロジウム 

-   

フェロクロム         

Ferrometals Samancor Chrome Ltd. フェロクロム 1.6百万 t以

上 

Samancor社の 

年産容量 Middelburg 

Ferrochrome 

Samancor Chrome Ltd. フェロクロム 

Tubatse Ferrochrome Samancor Chrome Ltd. フェロクロム 

Tubatse Alloy Samancor Chrome Ltd. フェロクロム 

TC Smelter Samancor Chrome Ltd. フェロクロム 

Wonderkop Smelter Glencore(79.5)、  

Merafe Resources Ltd.(20.5) 

フェロクロム 2.00百万 t 2018年実績 

(容量の 85%) 

Rustenburg Smelter Glencore(79.5)、  

Merafe Resources Ltd.(20.5) 

フェロクロム 

Boshoek Smelter Glencore(79.5)、  

Royal Bafokeng Rsrc Hldgs Pty.(6.03)、  

Industrial Development Corp.(4.57) 

フェロクロム -   

Lydenburg Smelter Glencore(69.56)、  

Royal Bafokeng Rsrc Hldgs Pty.(5.28)、  

Industrial Development Corp.(4) 

フェロクロム -   

Lion Smelter Glencore(79.5)、  

Royal Bafokeng Rsrc Hldgs Pty.(6.03)、  

Industrial Development Corp.(4.57) 

フェロクロム  -   

Brits Plant Hernic Ferrochrome (Pty) Ltd. フェロクロム 420 千 t 年産容量 

Mogale Smelter Afarak Group Plc(90)、  

Unnamed Owner(10) 

フェロクロム 102 千 t 2018年実績 

Machadodorp Smelter African Rainbow Minerals Ltd.(50)、  

Assore Ltd.(50) 

フェロクロム 

フェロマンガン 

-   

フェロマンガン 

Meyerton Refinery South32(60)、  

Anglo American Plc(40) 

フェロマンガン -   
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Cato Ridge Smelter African Rainbow Minerals Ltd.(50)、  

Assore Ltd.(50) 

フェロマンガン 約 195 千 t 年産容量 

その他 

Richards Bay TiO2 

Smelter 

Rio Tinto(74)、  

Unnamed Owner(26) 

チタン・スラグ 約 2,000千 t 年産容量 

Palabora Smelter HBIS Group Co. Ltd.(35)、  

Industrial Development Corp.(20)、  

General Nice Dev. Ltd.(20)、 

Tewoo Group(20)、  

China-Africa Dev. Fund(5) 

銅 約 45,000 t 年産容量 

（出典：S&P Global Market Intellignece、各社 HP等） 

 

5. 探鉱・開発状況 

表 5-1. 探鉱開発事業一覧 

プロジェクト名 権益所有企業（権益：％） 主要鉱種 備考 

白金族 

Der Brochen Anglo American Platinum Ltd. PGM Reserves 

Development 

Boikgantsho Anglo American Platinum Ltd. PGM Prefeas/Scoping 

Akanani Sibanye Gold Ltd.、  

Incwala Resources (Pty) Ltd. 

PGM Prefeas/Scoping 

Zondernaam Sibanye Gold Ltd.、  

Bakgaga Mining (pty) Ltd. 

PGM Reserves 

Development 

Hoedspruit Sibanye Gold Ltd.、  

Savannah Resources Plc 

PGM Reserves 

Development 

Loskop Sibanye Gold Ltd.、  

Local Interest、  

Sedibelo Platinum Mines Ltd. 

PGM Reserves 

Development 

Marikana Tailings Sibanye Gold Ltd.、  

Incwala Resources (Pty) Ltd. 

PGM Commissioning 

Waterberg Impala Platinum Holdings Ltd.、  

Platinum Group Metals Ltd.、 

Private Interest、 Hanwa Co. Ltd.、 

JOGMEC 

PGM Feasibility Started 

Kalkfontein Impala Platinum Holdings Ltd. PGM Advanced 

Exploration 

Leeuwkop Impala Platinum Holdings Ltd.、 

Bakwena Ba Mogopa 

PGM Feasibility 

Booysendal South  Northam Platinum Ltd. PGM Construction 

Started 

Platreef Ivanhoe Mines Ltd.、  

Black Economic Empowerment、  

ITOCHU Corp.、JGC Corp、JOGMEC 

PGM Construction 

Started 

De Wildt Glencore、  

Local Interest 

PGM Prefeas/Scoping 

Tjate Jubilee Metals Group PLC、 Matuba 

Holdings 

PGM Feasibility Started 

Phosiri  Heaven-Sent Cap Mgmt Grp Co、 

Industrial Development Corp. 

PGM Feasibility 

Mphahlele's Location Sedibelo Platinum Mines Ltd.、 

Moepi Capital Pty Ltd.、 Limpopo 

Dev. Corp、 Mphahlele Community 

Dev. Trust 

PGM Feasibility 

Kennedy's Vale Ingwenya Mineral Processing Pr,  

B&W Partners AG 

PGM Reserves 

Development 

Garatau Zijin Mining Group Co. Ltd.、 

Genorah Resources Pty Ltd. 

PGM Feasibility 

Complete 

Magazynskraal Sedibelo Platinum Mines Ltd. PGM Reserves 

Development 
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Kruidfontein Sedibelo Platinum Mines Ltd.、 

Unnamed Owner 

PGM Reserves 

Development 

Grasvally Sylvania Platinum Ltd.、  

Impala Platinum Holdings Ltd. 

PGM Feasibility Started 

Aurora Sylvania Platinum Ltd.、  

Impala Platinum Holdings Ltd.、 

Ironveld Plc. 

PGM Reserves 

Development 

Bakubung Wesizwe Platinum Ltd. PGM Construction 

Started 

Spitzkop Eastern Platinum Ltd.、 Unnamed 

Owner 

PGM Reserves 

Development 

Kliprivier Realm Resources Ltd.、 Marang 

Platinum (Pty) Ltd. 

PGM Reserves 

Development 

Sedibelo Sedibelo Platinum Mines Ltd. PGM Feasibility 

Rooderand Platinum Australia Ltd.、  

Atla Mining Resources Pty Ltd. 

PGM Feasibility 

Sedibelo West Sedibelo Platinum Mines Ltd. PGM Reserves 

Development 

Kalplats African Rainbow Minerals Ltd.、 

Aberdeen International Inc.、 Pala 

Investments Ltd.、 Anglo American 

Plc 

PGM Feasibility 

Pilanesberg Chrometco Ltd.、  

Private Company 

PGM Reserves 

Development 

Grootboom Sedibelo Platinum Mines Ltd.、 

Moepi Capital Pty Ltd. 

PGM Feasibility 

Mareesburg 8 JT Eastern Platinum Ltd.、  

Lions Head Platinum (Pty) Ltd. 

PGM Feasibility Started 

Berg Platfields Ltd. PGM Reserves 

Development 

Liger Platfields Ltd. PGM Reserves 

Development 

Fonte Verde Unnamed Owner PGM Advanced 

Exploration 

金 

Potchefstroom Goldfield Sibanye Gold Ltd. 金 

ウラン 

Reserves 

Development 

Southern Free State Goldfield Sibanye Gold Ltd. 金 

ウラン 

Feasibility 

Complete 

West Rand Tailings Sibanye Gold Ltd.、  

BEE 

金、 

ウラン 

Construction 

Planned 

Burnstone Sibanye Gold Ltd. 金 Construction 

Started 

ERPM Extension DRDGold Ltd. 金 Reserves 

Development 

Armgold/Orkney China African Precious Metals 金 Preproduction 

Blyvooruitzicht Blyvoor Gold (Pty) Ltd. 金 Construction 

Planned 

Jeanette Taung Gold International Ltd. 金 Feasibility Started 

White Rivers/Harmony Gold JV White Rivers Exploration Pty、 

Harmony Gold Mining Co. Ltd. 

金 

ウラン 

Prefeas/Scoping 

Oribi White Rivers Exploration Pty 金 

ウラン 

Reserves 

Development 

Megamine Gold One International Ltd.、 

Micawber 400 (Pty) Ltd.、 BCX Gold 

Investment Hldgs Ltd. 

金 Prefeas/Scoping 

Evander Taung Gold International Ltd. 金 Feasibility 

Complete 

Transvaal Gold Mining Estates Theta Gold Mines Ltd.、  

BEE 

金 

銀 

Feasibility Started 

Eersteling Unnamed Owner 金 Preproduction 
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Worcester Vantage Goldfields Ltd.、  

BEE 

金 Prefeas/Scoping 

Phoenix Gold One International Ltd. 金 Prefeas/Scoping 

Durban Roodepoort Deep West Wits Mining Ltd. 金 Reserves 

Development 

クロム 

Richmond  Glencore、 Merafe Resources Ltd. クロム Reserves 

Development 

Zandfontein UG2 TSF Eastern Platinum Ltd.、  

Ingwenya Mineral Processing Pr、  

B&W Partners AG 

クロム 

ＰＧＭ 

Commissioning 

Klipfontein/Waterval Glencore、  

Merafe Resources Ltd. 

クロム Advanced 

Exploration 

Townlands Extension 9 Glencore、  

Merafe Resources Ltd. 

クロム Advanced 

Exploration 

St George Glencore、  

Merafe Resources Ltd. 

クロム Reserves 

Development 

De Grooteboom Glencore、 Merafe Resources Ltd. クロム Advanced 

Exploration 

Palm Chrome Grand Slam Invts (Pty) Ltd. クロム Reserves 

Development 

Boschkoppie Royal Bafokeng Rsrc Hldgs Pty. クロム Advanced 

Exploration 

マンガン 

Kalagadi Kalagadi Manganese (Pty) Ltd.、 

Kgalagadi Alloys (Proprietary)、 

Industrial Development Corp. 

マンガン Construction 

Started 

Kudumane Kudumane Manganese Resources マンガン Construction 

Started 

バナジウム 

Uitvalgrond Portion 3 Bushveld Minerals Ltd. バナジウム 

鉄鉱石 

Reserves 

Development 

Mokopane Vanadium Bushveld Minerals Ltd.、  

Izingwe Capital (Pty) Ltd. 

バナジウム 

鉄鉱石 

Prefeas/Scoping 

SPD Tando Resources Ltd.、  

Vanadium Resources Pty Ltd. 

バナジウム 

チタン 

Prefeas/Scoping 

ベースメタル等 

Rozynenbosch Miranda Mineral Holdings Ltd. 鉛、銀 Reserves 

Development 

Zebediela URU Metals Ltd. ニッケル 

鉄鉱石 

Prefeas/Scoping 

Prieska Orion Minerals Ltd.(73.33)、  

BEE (26.67) 

亜鉛 

銅 

Feasibility Started 

Jacomynspan Orion Minerals Ltd. ニッケル 

銅 

Reserves 

Development 

Concordia Shirley Hayes IPK (Pty) Ltd.、 

Galileo Resources Plc 

銅 Reserves 

Development 

Mokopane Afritin Mining Ltd.、  

BEE 

錫 

バナジウム 

Prefeas/Scoping 

Zaaiplaats Zaaiplaats Mining Pty. Ltd. 錫 Advanced 

Exploration 

Steenkampskraal Steenkampskraal Thorium Ltd.、 

Black Economic Empowerment 

ランタノイド 

イットリウム 

Feasibility 

Zandkopsdrift Frontier Rare Earths Ltd.、 Korea 

Resources Corp.、 BEE partner、 

Private Interest 

ランタノイド 

マンガン 

Prefeas/Scoping 

Port Durnford Tronox Holdings plc、  

Imbiza Resources、  

Exxaro Resources Ltd. 

イルメナイト 

ルチル 

Prefeas/Scoping 
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Eastern Cape Exxaro Resources Ltd.、  

Unnamed Owner 

イルメナイト 

ルチル、 

ジルコニウム 

Advanced 

Exploration 

Xolobeni Mineral Commodities Ltd. イルメナイト 

ルチル 

ジルコニウム 

Feasibility 

（出典：S&P Global Market Intellignece） 
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図 1. 主要鉱山、製錬所位置図  
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6. 我が国との関係 

(1)日本への輸出 

表 6-1. 日本への鉱石及び地金等輸出量(グロス量) 

鉱種 2016 年（t） 2017 年（t） 2018 年（t） 対前年 

増減比(%) 
鉄（千 t）         
 鉱石 4,197.7 3,756.1 4,078.9 8.6  
ニッケル         
 地金 4,268.0 4,009.0 3,422.0 - 14.6 
アルミニウム         
 地金 100,324.8 78,269.0 66,837.1 - 14.6 
マンガン         
 鉱石 609,485.0 610,750.0 707,519.0 15.8  
 地金 9,590.0 8,610.0 11,560.0 34.3  
 フェロマンガン 14,126.9 1,683.0 4,246.0 152.3  
 フェロシリコマンガン 9,961.7 3,974.3 2,035.3 - 48.8 
クロム         
 鉱石 21,832.0 19,933.0 24,176.0 21.3  
 地金 60.0 95.0 50.0 -47.4  
 フェロクロム 338,789.5 291,462.3 337,535.4  15.8 
チタン         
 鉱石 84,866.0 105,604.0 117,016.0  10.8 
バナジウム         
 化合物 260.0 40.0 - -100.0 
 フェロバナジウム 393.0 426.6 560.0  31.3 
コバルト         
 地金 31.5 69.6 78.2  12.3 

プラチナ         
 地金 38.7 37.9 36.8 - 2.9 

パラジウム         
 地金 30.6 27.5 24.0 - 12.9 
ジルコニウム         
 鉱石 9,203.0 9,109.0 12,092.0 32.7  
 化合物 224.0 325.0 292.0 - 10.2 
リン         
 鉱石 69,507.0 63,006.0 68,499.0  8.7 

(出典：財務省貿易統計) 

 

(2)日本企業による投資状況等 

 住友商事は、高品位鉄鉱石、高品位マンガン及びクロム鉱石を供給する鉄鋼原料資源会社 Assmang

社の権益保有持株会社である Oresteel Investments 社の株式 20％を 2008年に追加取得。これに

より 2007年以降に取得した Oresteel社株 29%と合わせて計 49%を保有。 

 伊藤忠商事、日揮及び JOGMECは Platreef白金族・ニッケルプロジェクトの計 10％の権益を 2011

年に取得。 

 日本電工は、カラハリ地区の Kudumaneマンガン鉱山の権益 12.25％を 2013年 6月に取得。 

 阪和興業は、クロム生産大手 Samancor Chrome Holdings社の持ち株比率を段階的に引き上げてお

り、2017年 4月には JOGMECと共同で出資することで 19.02％まで増資。 

 2019年 3月、阪和興業は、Waterberg白金族探鉱事業における JOGMEC権益 21.95％のうち、9.755％
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を取得。同プロジェクトについては、2017年に南ア白金族生産者 Implatsによる 15％権益取得と

ともに最終 FS承認後に 35.01％買い増しオプションも取得されている。 

 三菱商事は 2000年にフェロクロム生産会社 Hernic Ferro Crome社に経営参加し、現時点で 53.8％

の出資比率。フェロクロム市況の低迷が影響し、財務面が圧迫され、南ア会社法に則り 2018年に

会社更生手続きを開始した。 

 

7．その他トピックス 

 水素・燃料電池関連の動き：近年、南アにて豊富な白金族を有効活用した燃料電池や水素社会及び再

生可能エネルギーの利用を推進するための技術開発の動きが官民で見られる。南ア科学技術省（DST）

が 2008年に発足したプログラム Hydrogen South Africa（HySA）では、国や大学による研究機関のグ

ループによって、水素・燃料電池技術の初期段階の研究が進められている。3 つの研究プログラム、

HySA Infrastructure（North West University, CSIR）、HySA Catalysis（University of Cape Town, 

Mintek）、HySA System（University of the Western Cape）から構成されている。 

 また、民間の動きとして、2018年 7月に Anplats社と PIC（Public Investment Corp.）が出資して

作った燃料電池や水素関連の先端技術研究やスタートアップ企業に投資するベンチャーキャピタルフ

ァンドがある。2018 年 12 月には三菱商事が、2019 年 7 月 9 日には未来創世ファンド 2（トヨタ自動

車、三井住友銀行）も参画した。白金生産者 Implats 精錬所における燃料電池フォークリフトの導入

と水素燃料補給スタンドの設置、Amplats社による燃料電池トラック導入の検討など、鉱山関係での燃

料電池の導入も進められつつある。 

 (2019.10.17  ヨハネスブルグ事務所 原田 武) 


